
















































のクーデター（1932 年 5.15 事件）、政治の腐敗は元老・
重臣・軍閥・官僚にあるとして彼ら君側の奸（平たく言
えば君主を操る悪い家臣）を除こうとする陸軍青年将校





語源は、犬養内閣（1931 年 12 月 13 日～ 1932 年 5 月
26 日）の陸軍大臣を経て、第一次近衛内閣（1937 年 6
月 4 日～ 1939 年 1 月 5 日）・平沼内閣（1939 年 1 月
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太平洋戦争』新潮社 1995.8、p7）が 4 つの作品に殆ど
そのまま再現されるのみである。その 4 つは、『進め
一 億、 火 の 玉 父 さ ん 』1942.02 、『 總 意 の 進 軍 』
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［12 ／戦死傷、慰問、勲章・功労］ 30 件
戦死（者）25、慰問（品、袋、文）14、英霊（英魂）、忠霊 12、
護国の神（華、鬼、英霊）12、遺骨、遺品、遺影、遺言 10、傷痍
軍人（傷兵、傷病兵）8、名誉の戦死 8、陸軍病院 5、看護婦 4、
軍事扶助法（軍人援護）4、武勲 3、野戦病院 3、マラリア 2、感
状 2、軍事病院 2、二階級 2、病院船 2、名誉の家 2、遺言状 1、
恩賜 1、海軍葬 1、儀杖隊 1、犠牲者 1、勲章 1、国葬 1、失明戦












































海軍（省）9、太平洋艦隊 7、訓練 6、帝国海軍 6、敵前上陸 6、連
合艦隊 6、軍旗 4、軍服（飛行服、防寒服）4、敵陣 4、夜襲 4、友
軍 4、行軍 3、守備隊 3、陸海軍 3、Z 信号旗 2、軍務 2、索敵（機）
2、斥候 2、駐屯地 2、敵艦隊 2、敵弾 2、敵兵 2、内地 2、密林（戦、
ジャングル）2、喇叭（ラッパ）（突撃～）2、ゲリラ戦 1、海軍記
念日 1、空軍 1、軍楽 1、軍艦行進曲 1、軍靴 1、航空日（9 月 20 日）
1、信号命令 1、炊事当番 1、占領地 1、掃討戦 1、敵舟 1、敵戦闘
機 1、敵前渡河 1、敵都 1、討伐行 1、日本艦隊 1、米兵 1、捕虜 1、
補給 1、奉公袋 1、夜間爆撃 1、野戦郵便局 1、露営 1
［08 ／兵器、軍備］ 35 件
飛行機 12、荒鷲 11、軍艦 8、潜水艦 7、駆逐艦 4、焼夷弾 4、
海鷲 3、魚雷 3、軍刀 3、手榴弾 3、落下傘 3、機関銃 2、戦艦 2、
戦車 2、大砲 2、弾丸 2、タンク 2、爆弾 2、竹槍 2、火薬 1、機雷
1、航空母艦 1、巡洋艦 1、軍費 1、軍備制限 1、軍用軽気球 1、軍
用犬 1、軍用鳩 1、原子爆弾 1、主力艦 1、首長機 1、信書管 1、
造兵廠 1、地雷 1、陸鷲 1
［09 ／階級、兵科・兵種・各部］ 41 件
航空隊、航空部隊、航空兵、飛行兵 10、上等兵 10、部隊長 10、
将兵 9、一等兵 7、兵曹（長）（曹長）7、軍医 6、伍長 6、少年飛行
兵 6、中尉 6、軍曹 5、大将 5、中佐 5、少尉 4、大尉 4、中将 4、
水兵 3、大佐 3、騎兵（上等兵）2、軍属 2、工兵（隊）2、初年兵 2、
少佐 2、少将 2、少年戦車兵 2、中隊長 2、伝令（兵）2、分隊長 2、
衛生兵 1、海員 1、機動部隊 1、憲兵 1、元帥 1、准尉 1、二等兵 1、
歩兵 1、砲兵 1、輸送戦士 1、陸軍飛行部隊 1、連隊長 1、輜重兵 1
［10 ／教育］ 12 件
少国民 7、兵学校 2、海軍水雷学校 1、海軍潜水学校 1、海兵団 1、
戸山学校 1、士官学校 1、普通海員養成所 1、予科練 1、幼年学校 1、
養鋭学校（福岡）1、陸軍大学 1
［11 ／徴兵、出征、帰還］ 16 件
出征（兵士、軍人）、征途 24、招集令状（赤紙）9、帰還（兵士、
勇士）、帰国兵 6、出征家族（遺族）5、内地送還（帰還）4、応召 3、
国民皆兵（令）3、在郷軍人会 3、除隊 2、徴用 2、入営 2、帰順兵
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自存自衛の戦いであるという戦争理念として描かれ、ま
たそれは、正義のための神聖なる戦争という宗教色をも
帯びてくる。天皇の〈宣戦の大詔〉は、あたかも「米英
東亜侵略の歴史の幕を閉ざし」（『宣戰』1942.12）、「重
苦しい空気に閉ざされていた窓を開けキレイな神々しい
空気を入れ」（『敵だ !倒すぞ米英を』1942.12）てくれ
るものとして歓迎されたのであった。
無比無双の《純忠》《忠勇》《忠烈》の精神を謳う〈皇
軍〉について、家永三郎は、攻撃精神、必勝の信念、
忠君愛国、至誠といった日本軍の精神主義が、科学兵
器の発達により軍人の勇敢さだけに依存できなくなっ
た総力戦の時代にまで持ちこまれたことが、いたずら
に無用の犠牲を続出させる原因となったと指摘する
（『太平洋戦争』岩波現代文庫、2002.7.16、p76）。さら
に、陸軍刑法「司令官其ノ尽クスベキ所ヲ尽クサズシ
テ敵ニ降リ又ハ要塞ヲ敵ニ委シタルトキハ死刑ニ処
ス」、戦陣訓「生きて虜囚の辱を受けず」を挙げ、それ
が生命を無意味に断たねばならぬ悲劇に追い込み、戦
死者よりもはるかに多数の兵士が餓死・病死したのも
捕虜となることを許さない日本軍の心理的重圧から生
じた惨劇であったという（同p77）。しかし同時に、言
論界が「聖戦」「八紘一宇」「大東亜建設」等々を鼓吹し、
新聞には「無敵皇軍」の「大戦果」のみが報道された
客観的状況のなかで、国民大衆が熱心に戦争協力に傾
いたことは不可避であった（同p197）とも書かれるの
である。
そのような戦時下紙芝居の脚本用語から描き出される
〈皇軍〉の姿を、重ねて簡略に引用すれば、「天皇の〈宣戦〉
布告にもとづき、〈聖戦〉の本義を完遂するために、《忠烈》
の精神で戦う〈皇軍〉」であり、「〈武運長久〉の祈りと〈帝
国軍人〉としての誉れを担って出征してきた兵士たちの、
やがて〈長期戦〉《持久防御》の戦局で《死地》に直面し、
《特攻》〈肉弾〉戦に駆り出され《散華》《玉砕》」した物
語であった。私達は（そして間違いなく当時の人達も）、
戦記文学の代表作といわれる火野葦平『麦と兵隊』など
を通して、延々と続く行軍、塹壕での眠りと飲食の貪り、
そして排泄という戦争の日常が、軍隊生活において大き
な位置を占めていたことを知っている（戦死者の大半は
病死・餓死であった）。国策紙芝居にも、『チョコレート
と兵隊』『戦地の風』ように、戦地の日常風景を描いた
ものがないわけではない。しかし、大本営が発表する必敗・
虚飾の戦地、武運長久の祈りで送り出された父や息子の
無機的な戦争死、その国民的体験の受容を聖戦意識の接
「一針一針は（略）皇軍の勇士達への銃後の力強い後
押し」（『妻』1943.07）など。
二番目は、〈皇軍〉の戦果を意識的に描くことにより、
戦争への積極的・攻撃的関心を煽ろうとすることにあっ
たと考えられる。
「刻々に知らされる皇軍快捷の報」（『英東洋艦隊全滅
す』1942.01）
「陸に海に空に皇軍の忠烈無比壮烈果敢な戦闘は続け
られ」（『總意の進軍』1942.03）
「軍靴が響き銃剣のきらめくところ皇軍の精鋭いよい
よ冠たり」「おほみいくさの西太平洋に動くより早く」
（『宣戰』1942.12）
「世界の横綱であった米英を向うにまわし（略）わが
皇軍を組織せる日本男子の偉大さ」（『小楠公の母』
1943.03）
「神州は不滅なり、皇軍は必ず勝つ、前線に続く銃後
の人々を信ず」（『忠霊陣地』1944.06）
「この秋我々は皇軍の至妙なる作戦に絶対の信頼を寄
せ」（『神機いたる』1944.11）など。
先に細かい関連用語の引用を見てきた後に、このよう
なまとめとするのはやや単純に過ぎるとの批判を免れな
い危惧もあるが、海の彼方の兵士に係累の安否を重ね、
〈皇軍〉の戦果に日清戦争以来の臥薪嘗胆を跳ね返す自
国への信を寄託するという国民心理を、これらの作品に
接した戦時下の観客から引き出す演劇的な効果が備わっ
ていたことは否定できない。
日中戦争から多用される〈聖戦〉は、太平洋戦争開戦
後、共存共栄の東洋新秩序を建設することを目的とした
図 6　紙芝居『英東洋艦隊全滅す』から
